















Eric D. Hirsch, Jr.’s View of John Dewey
Shin-ichi KAI
はじめに
　1987年に文化的リテラシーの重要性を唱えたハーシュ（Eric D. Hirsch, Jr.）は「文化的
にリテリット（literate）であることは，現代世界において成功するのに必要な基礎的情報
を所有することである。」1）という立場に立ち，彼が内容中立主義者，教育的形式主義者と
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